
ユーザーの追加方法（カッティングプロッタ用制御PC）
検索ボックスに「コンピューターの管理」と入力し、「コンピューターの管理」を表示させます。
「ローカルユーザーとグループ」の「ユーザー」を選択し、中央の何もない部分を右クリック（ノートPCの場合、
タッチパッドの右下をクリック）し、「新しいユーザー(N)...」を選択します。

ユーザー名(U)：trc

パスワード(P)：trc

「ユーザーはパスワードを変更できない(S)」と「パスワードを無期限にする(W)」にチェックをいれて、
「作成(L)」をクリックします。

実行フォルダに接続できない場合の対応方法
カッティングプロッタ用制御PC側にユーザー（パスワード有）を追加する対応方法についてご説明します。



作成したユーザー ”trc” をクリックして、プロパティを開きます。

プロパティの「所属するグループ」タブを選択し、「追加(D)...」ボタンをクリックしてください。



“Administrators” が追加されますので、「OK」ボタンをクリックして終了してください。

「グループの選択」の「選択するオブジェクト名を入力してください(E):」に ”Administrators” と入力し、
「名前の確認(C)」ボタンをクリックして間違いが無ければ ”PC名¥Administrators” と表示されますので、
「OK」ボタンをクリックしてください。



「実行フォルダ」に作成したユーザー “trc” を追加します。
"C:\吉田鉄工所\カッティングプロッタ制御用ソフト\実行フォルダ" を選択して右クリック（ノートPCの場合、
タッチパッドの右下をクリック）してください。
「その他のオプションを確認」をクリックし、「アクセスを許可する(G)」の「特定のユーザー...」を
選択してください。

実行フォルダへユーザーを追加する方法（カッティングプロッタ用制御PC）



「ネットワークアクセス」が表示されるので、空欄の右下矢印をクリックして、
先ほど作成したユーザー “trc” を選択して「追加(A)」ボタンをクリックしてください。
追加されたユーザーの「アクセス許可のレベル」を ”読み取り/書き込み” にしていただき、
「共有(H)」ボタンをクリックして終了してください。



"C:\吉田鉄工所\カッティングプロッタ制御用ソフト\実行フォルダ" を選択して右クリック（ノートPCの場合、
タッチパッドの右下をクリック）してください。
「その他のオプションを確認」をクリックし、「プロパティ(R)」を選択してください。



「実行フォルダのプロパティ」の「共有」タブを選択して「詳細な共有(D)...」をクリックしてください。

「詳細な共有」の「アクセス許可(P)」ボタンをクリックし、「実行フォルダのアクセス許可」の
「追加(D)...」をクリックしてください。



「ユーザーまたはグループの選択」の「選択するオブジェクト名を入力してください(E):」内に
作成したユーザー “trc” を入力し、
「名前の確認(C)」ボタンをクリックして間違いが無ければ ”PC名¥trc” と表示されますので、
「OK」ボタンをクリックしてください。

追加されたユーザー “trc” の「アクセス許可(p):」の「許可」をフルコントロールにしてください。

DXFデータを出力される場合は、
"C:\吉田鉄工所\カッティングプロッタ制御用ソフト\DXFデータ投函箱"

上記のフォルダに同様の設定をしてください。

※設定が終了しましたら、ＰＣの再起動をお願いします。



実行フォルダ接続方法（CAD側PC）
※カッティングプロッタ制御用PCの設定が完了ましたら、CAD側のPCも再起動をお願いします。

接続確認方法
ネットワークを開き、カッティングプロッタ制御PCのPC名 ”TRC900Z” をクリックしてください。
※他のPC名として”TRC900Z-0000（任意の数字）”か独自のPC名を設定されている場合もあります。
PC名が表示されない場合は、上部の赤枠部分に“¥¥TRC900Z” を直接入力し、「Enter」キーを押下してください。
それでも接続されない場合は、“¥¥TRC900Z¥実行フォルダ” を直接入力してください。
※PC名を確認するには、検索ボックスに”システム情報”と入力し、表示された「システム情報」の
「システム名」の項目を参照してください。

「Windows セキュリティ」が表示されたら、「ユーザー名」と「パスワード」下記の様に入力してください。
ユーザー名：trc

パスワード：trc

「資格情報を記憶する」にチェックを入れて、「OK」ボタンをクリックしてください。

“実行フォルダに接続できない場合の対応方法” の説明は以上となります。

一旦接続されますと、割当てたネットワークドライブも接続されるようになります。
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